Mild cognitive impairment, poor episodic memory, and late-life depression are associated with cerebral cortical thinning and increased white matter hyperintensities by 藤島 基宣
藤島 基宣 内容の要旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文内容の要旨 
頭部 MRI により測定された大脳皮質厚と大脳白質 T2 高信号域(white matter hyperintensity、
WMH)の体積は、エピソード記憶、老年期うつ病、軽度認知障害(mild cognitive impairment、
MCI)と関連しているということが、これまでの別個の研究により明らかにされている。本研究の
目的は、大脳皮質厚、WMH 体積が、エピソード記憶障害、老年期うつ病、MCI に関連してどの
ような変化をしているのかを、単一の研究対象データを用いて明らかにすることであった。対象
は 65 歳以上の高齢者で、MCI 被験者 186 名、健常高齢者 136 名からなり、宮城県で行われた 2
つの地域コホート研究(東北大学による大崎田尻プロジェクトと栗原プロジェクト)から、1 時点
における横断データを引用した。各被験者の MRI から、大脳皮質厚、WMH 体積を自動計算し、
ボクセル統計解析を用いて MCI と健常高齢者の群間比較を行った。さらに MCI 被験者内で、エ
ピソード記憶能力や抑うつ状態との関連についてもボクセル統計解析した。健常高齢者と比較し
て、MCI 被験者は両側の側頭葉や下頭頂回における皮質菲薄化、放射冠や半卵円中心における
WMH 体積の増加がみられた。MCI 被験者内ではエピソード記憶障害は左嗅内皮質の菲薄化、両
側の頭頂葉側脳室周囲白質の WMH 体積増加と関連していた。また抑うつ状態の MCI 被験者は、
非抑うつ状態の MCI 被験者と比べて左嗅内野を含めた両側の内側側頭領域の皮質が薄く、両側大
脳半球の WMH 総体積が増加していた。また、WMH 総体積の増加が、両側の前頭・側頭・頭頂
葉皮質の菲薄化と関連していた。これらの結果は、単一の研究対象集団において、エピソード記
憶、老年期うつ病が、MCI 患者の大脳皮質厚と WMH 体積と関連していることを示している。今
後は、軽度認知障害、エピソード記憶障害、老年期うつ病と、大脳皮質厚、大脳白質 T2 高信号
域の間の動的関係と相互作用を明らかにするために、縦断研究が必要である。 
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